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【通 信】 

総 会 報 告 

日 時：2013 年 7 月 7 日（日） 16:25～17:00 
会 場：北海学園大学 豊平キャンパス 7 号館 D31 教室 

 
１．議題 
（1）2012 年度事業報告および決算報告  
2012 年度事業報告 
① 研究会・総会の開催（詳細は会誌 9 号【通信】欄参照） 

第 1 回研究会・総会 
 2012 年 7 月 8 日（日） 13:30～17:15  北海道大学 
 研究発表 6 件 
 総会：2011 年度事業報告・決算報告、2012 年度事業計画・予算案など 
第 2 回研究会 
 2012 年 11 月 11 日（日） 13:00～17:15  北海学園大学 豊平キャンパス 
 研究発表 5 件、特別セッション 3 件 
 

② 講演会等の開催 
 2013 年 3 月 23 日（日）北海道大学 総合博物館 １Ｆ 「知の交流」コーナー  
  あべ弘士講演会  
   「地球のいのち： ロシア沿海州から北極海、アフリカまで」 
    （詳細は会誌 9 号【講演会等報告】欄参照） 

 
③ 会誌第 9 号の刊行（2013 年 3 月刊行、123 ページ） 

論文 3、研究ノート 2、書評・紹介 8 
 

④ シンポジウム等後援 
第 27 回北方民族文化シンポジウム 
「環境変化と先住民の生業文化：海洋生態系における適応」 
（2012 年 10 月 13 日（土）、14 日（日）オホーツク・文化交流センター） 
 

⑤ ホームページ更新 
月平均 2 回ほど更新。2012 年 7 月から 1 年間のアクセス数約 2000 件（のべ 12000
件） 

 

⑥ 新規入会 15 名 
 
 
 

http://www.geocities.jp/dou_minzoku/0506jigyo.html
http://www.geocities.jp/dou_minzoku/0506jigyo.html
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2012 年度決算報告 
収 支 報 告   

収入の部 予 算 実 績 差 額 備 考 

繰越金 436,450 436,450 0  

会費収入 2012年度会費 

過年度分未収会費 

先払い分 

小計 

195,000 

30,000 

0 

225,000 

234,000 

57,000 

21,000 

312,000 

39,000 

27,000 

21,000 

87,000 

3,000円×78人 

3,000円×19件 

3,000円×7件 

 

会誌販売収入 

雑収入 

20,000 

0 

26,400 

74 

6,400 

74 

 

銀行利息 

合 計 681,450 A 774,924 93,474  
 

支出の部 予 算 実 績 差 額 備 考 

2012年度会誌印刷費 

通信費 

文具・消耗品費 

アルバイト謝金 

ホームページ管理費 

予備費 

150,000 

20,000 

5,000 

70,000 

10,000 

80,000 

122,990 

13,140 

1,018 

36,000 

10,000 

0 

27,010 

6,860 

3,982 

34,000 

0 

80,000 

 

 

 

 

 
 

合 計 335,000 B 183,148 151,852  
                （単位：円） 

Ａ－Ｂ＝591,776 円 （次年度繰越金） 
 
収入・支出ともに適正に処理されていることを確認いたしました。 
 
 

2013年 6月 
監査委員 野手  修 

2013年 6月  
監査委員 平田 昌弘 
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（2）2013 年度事業計画および予算案  
2013 年度事業計画  

１．総会の開催（第 1 回研究会と同日開催）  
２．研究会の開催（2 回：7 月，10 月） 

第 2 回研究会を 10 月 26 日（土）、27 日（日）両日に道立北方民族博物館（網

走市）で開催予定。 
３．講演会等の主催／共催／後援 

①第 28 回北方民族文化シンポジウム（10 月 5，6 日、網走市）の後援 
②函館アイヌ文化研究会シンポジウム「北海道南部のアイヌ文化を探る」 
（12 月 1 日、函館市）の後援 
他は未定だが、随時提案・通知する。 

４．『北海道民族学』第 10 号の刊行（11 月末日エントリー締切、12 月末日原稿締切） 
 
 
 

2013 年度予算 
北海道民族学会 2013 年度 予算案 

収入の部 前年度実績 予 算 備 考 

繰越金 436,450 591,776  

会費収入 2013年度会費 

過年度分未収会費 

先払い分 

234,000 

57,000 

21,000 

210,000 

30,000 

0 

3,000円×70人 

10件  

会誌販売収入 

雑収入 

26,400 

74 

20,000  

合 計  774,924 851,776  
 

支出の部 前年度実績 予 算 備 考 

2013年度会誌印刷費 

通信費 

文具・消耗品費 

アルバイト謝金 

ホームページ管理費 

予備費 

次年度繰越 

122,990 

13,140 

1,018 

36,000 

10,000 

0 

150,000 

20,000 

5,000 

70,000 

10,000 

80,000 

516,776 

 

 

 

 

 

 

 

合 計  183,148 851,776  

（単位：円） 
 

 
 
 

http://www.geocities.jp/dou_minzoku/kenkyukai.html#2013.12.01
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（3）総会議事 
1. 学会奨励賞の決定報告と表彰式 

2012 年度奨励賞を滝口良氏に授与することとしたことが報告され、推薦者の平

田昌弘氏による推薦理由の説明のあと、津曲会長から、表彰状と副賞が授与され

た。続いて本人から受賞の挨拶があった。今後もコンスタントに受賞者が出るよ

う、会員への呼びかけが行われた。 
2. 2012 年度決算および 2013 年度予算案について 

会計担当野口委員から説明があり、原案どおり了承された。 
3. 本年度第 2 回研究会について 

次回研究会を道立北方民族博物館（網走市）で、2013 年 10 月 26 日（土）午後

～27 日（日）午前に行う予定であることが報告され、積極的な参加と研究発表

申し込みが呼びかけられた。 
4. 役員改選について 

新会長を岩崎まさみ氏、事務局担当を手塚薫氏とする新体制が提案され、承認さ

れた。岩崎新会長、津曲前会長からそれぞれ挨拶があった。 
 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

北海道民族学会 学会賞規定 

１．北海道民族学会は、民族学、及びその関連分野で顕著な功績のあった者に対し、各年度に学会

賞の募集・選定・授与をおこなう。 

２．学会賞は、北海道民族学会による若手研究者の育成と学術活動の促進・発展を目的とする。 

３．学会賞には、北海道民族学会特別賞（特別賞）と北海道民族学会奨励賞（奨励賞）を定める。 

４．学会賞候補者は、会員からの推薦（自推を含む）によって受け付け、運営委員会により受賞者

を決定する。募集や選考の詳細については別に定める。 

５．学会賞（特別賞及び奨励賞）に選考された者には、賞状ならびに記念品を授与する。 

６．特別賞と奨励賞の対象は以下の通りとする。 

(1) 特別賞 

  a．候補者は、本会会員とし、年齢は問わない。 

  b．候補者は、民族学及びその関連分野で、学術あるいは事業活動等において顕著な功績が

あり、現在も研究・教育・普及活動等を行っている者とする。 

(2) 奨励賞 

  a．候補者は、本会会員とし、応募時点での年齢が満 40 歳未満であること。 

  b．候補者は、原則として前年度に学術雑誌等に発表した論文・資料等、またフィールドワ

ークを含む研究活動等により、民族学及び、その関連分野において学術上の顕著な業績

を上げ、将来が期待される者とする。審査に際しては、『北海道民族学』に掲載された

論文・研究ノートを優先的な評価対象とする。 

７．この規定は 2012 年度から適用する。 
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2013 年度研究会 （発表要旨は本号に掲載） 

 
第１回研究会プログラム 

日 時：2013 年 7 月 7 日（日）13：00～17：00 
会 場：北海学園大学 豊平キャンパス ７号館 Ｄ３１教室 

 
【研究発表】 

1．門田昌大（北海道大学大学院文学研究科 修士課程） 
 「民俗芸能の変容の諸層―北海道平取町におけるアイヌ古式舞踊を通して」 
2．小坂みゆき（北海道大学大学院文学研究科 専門研究員） 
 「朝鮮族の婚姻儀礼にみられる変化とその要因―中国吉林市の事例から」 
3．高橋史弥（三笠市立博物館） 
 「三笠市における葬送習俗の変容」 
4．岩崎まさみ（北海学園大学） 
 「応用人類学について考える：無形文化遺産保護条約の事例」 
 

 

第２回研究会プログラム  

日 時：2013 年 10 月 26 日（土）15：30～17：15／27 日（日）10：00～11：45 
会 場：道立北方民族博物館 講堂 
特 集：「北の人と暮し」 

 
【研究発表】 

＜10 月 26 日（土）＞ 
1．宇仁義和（東京農業大学） 
 「NHK アーカイブスの保存映像に見るアイヌと樺太先住民、そして捕鯨」 
2．矢崎春菜（北海道大学大学院文学研究科） 
 「河童伝承からみるアイヌ語「ミントゥチ」と日本語「ミヅチ」の関係性」 
3．小西信義（北海道大学大学院文学研究科） 
 「除雪具―雪かき（ジョンバ）―の道内での適応性とその製作過程」 

＜10 月 27 日（日）＞ 
4．田村将人（札幌大学） 
 「樺太アイヌの竪穴住居利用について―岡正雄・馬場脩の調査写真を中心に」 
5．中田篤（北海道立北方民族博物館） 
 「あるオプシーナの挑戦―サハ共和国の事例より」 
6．山田祥子（北海道立北方民族博物館） 
 「ウイルタの暮しとことば―サハリンにおける言語の伝承と変容」 
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2013 年度新入会員 

門田 昌大   （北海道大学大学院文学研究科 修士課程） 
       山下 正美   （日本学術振興会特別研究員ＰＤ 東京芸術大学） 

 
 

北海道民族学会役員  （2013 年 7 月改選）  
会  長  岩崎 まさみ  （北海学園大学） 
運営委員  手塚 薫  （北海学園大学 事務局担当） 
 石井 智美  （酪農学園大学） 
  甲地 利恵  （北海道立アイヌ民族文化研究センター） 
  佐々木 亨  （北海道大学） 
  田村 将人  （札幌大学） 
  津曲 敏郎  （北海道大学） 
  出利葉 浩司  （北海道開拓記念館） 
  中田 篤  （道立北方民族博物館） 
  野手 修  （藤女子大学） 
  林 美枝子  （札幌国際大学） 
  平田 昌弘  （帯広畜産大学） 
監  事  中村 和之  （函館工業高等専門学校） 
 野口 明広  （北海道大学） 
顧  問  岡田 淳子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
北海道民族学会事務局    

062-8605 札幌市豊平区旭町 4 丁目 1-40 
北海学園大学人文学部  

手塚 薫 研究室内  
Tel：011-841-1161 (内線 2290) 

Fax：011-824-7729 
dou-minzoku@mail.goo.ne.jp 

http://www.geocities.jp/dou_minzoku/ 

 

http://www.geocities.jp/dou_minzoku/

